
「がん」について学ぼう！話そう！

支えあう会「α」主催の連続講座も8年目を迎えました。
本年度も、様々な疾患、分野の専門家を講師としてお招きしています。
ご自身の病気とは違うテーマであっても、どのようにがんと向き合い、医療と向き合っ
ていけばいいのか、共に考える「場」となるようにという願いを込めた連続講座です。
皆様のご参加をお待ちしています。

第1回
7月9日（日）

第２回
10月1日（日）

第３回
12月3日（日）

長谷川 裕高さん

「抗がん剤の治験について」
～新薬が患者さんに届くまで～

「放射線治療」
～あなたのイメージ､合ってますか～

「膵がん教室」
～支えあう会「α」版～

NPO法人支えあう会「α」2017年度連続講座

【会場】千葉市文化センター会議室

全田 貞幹さん
国立がん研究センター東病院
放射線治療科 医長

奥坂 拓志さん
国立がん研究センター中央病院

肝胆膵内科 科長

【時間】 13：30～16：30 （13時受付開始）

【受講料】 会員：無料
一般：1講義 1000円（参加費＋資料代）

【定員】 30名（当日参加は要問合せ）

【主催】 NPO法人 支えあう会「α」
〒260-0802
千葉市中央区川戸町518-7
電話：090-9317-8488
FAX：043-308-5411
メール：info.alpha.chiba@gmail.com

FAX・メール・電話【申込】

一般社団法人 中外Oncology
学術振興会議（略称：CHAAO）

学術情報担当 主席

※終了後は懇親会を行います。どなたでも参加いただけます（参加希望は当日スタッフへお知らせください）

この連続講座は、コープみらい財団の助成金を受けて開催します

千葉市中央区中央2-5-1

NPO法人パンキャンジャパン共催



第1回

7月9日
(日）

長谷川 裕高さん

1968年、名古屋市生まれ。千葉大学薬学部総合薬品科学科卒業、同
大学院薬学研究科修了。外資系企業を中心に数社の製薬会社で15年
以上にわたり抗がん剤の臨床開発業務に従事。2012年6月より現職。

CHAAOは非営利の法人として設立され、企業活動とは異なる立場か
ら、日本のがん医療の向上に貢献すべく、医療従事者や患者さん向け
の活動を展開。毎年開催する国際フォーラム（IAAO）、JCA-CHAAO賞
（日本癌学会との共同で創設された学術賞）など主に研究者向けの活
動を担当。
治験や新薬の開発について学ぶ機会は少ないと思います。この機会

に抗がん剤の治験について理解を深めましょう。

第2回

10月1日
(日）

全田 貞幹さん

2000年3月 防衛医科大学医学科卒業。防衛医大病院第２内科勤務、
静岡県立静岡がんセンター勤務を経て、2006年国立がん研究センター
東病院放射線治療科勤務。先端医療開発センター粒子線医学開発分
野研究所研究員、支持療法開発部、サポーティブケア室副室長として現
在に至る。 東海大学医学部医学科 客員准教授を併任。
「放射線」という言葉に先入観を持っている方が日本人にはとても多い。

「唯一の被爆国 日本」ですから仕方がないことだとは思いますが、その
先入観で自分たちの選択肢を狭めてしまうのはもったいない！
人間は知らないものを恐れます。知ればそんなに怖くない。むしろあなた
の“ちから”になります。

第3回

12月3日(日）

奥坂 拓志さん

1990年岐阜大学医学部卒業。聖隷三方原病院内科（静岡県浜松市）
勤務を経て、国立がんセンター中央病院肝胆膵内科に勤務。平成22年
国立がん研究センター中央病院肝胆膵内科科長 として現在に至る。膵
癌診療ガイドライン改定委員会 委員長、膵がん教室研究会 事務局。

私たちは、膵がん患者さんやご家族にとって正しい情報を適切に得る
ことは、がんそのものに対する治療以上に重要なのではないかと考え、
国立がん研究センターの患者さん・ご家族向けに「膵がん教室」を定期
的に開催しています。今回は支えあう会「α」の皆さんと一緒に勉強でき

ることを楽しみにしています。

【日程・講師プロフィール】

【参加申込票】

氏 名

立 場
がん体験者 ・ 家族 ・ 医療関係者 ・ 一般

（当てはまるものに○をおつけください）

住 所

電話・FAX

E-mail

講 座 開講日 希望日に○

第１回 7月9日

第２回 10月1日

第３回 12月3日

以下に必要事項を記入の上、FAX又は郵送にてお申込み下さい。メールは本文に項目をご記入下さい。

はせがわ ひろたか

ぜんだ さだもと

おくさか たくじ

※第3回は、NPO法人パンキャンジャパン
～すい臓がんアクションネットワークとの共催で開催します。
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